
 

生活科教育研究会【生活・総合情報ネットワーク】 

１月のオンライン相談会・記録 

１月のテーマ  就学前教育 

話題提供  幼稚園教諭２名・保育園保育士２名 

日  時  １月２０日（土）２０：３０～２１：３０ 

２月のオンライン相談会のテーマは、「就学前教育」でした。幼稚園でご活躍されている幼稚園教諭お二人と

保育園でご活躍されている保育士の先生お二人にもご参加いただき、園での教育活動についてお話いただき

ました。園小中、互いに忙しい毎日の中、園の先生とゆっくりと話をする時間が中々取ることができません。今回

のオンライン相談会では、園小中それぞれの声を互いに聞くことができた時間となりました。４名の先生方の話

は、生活教育研究会の研究にもつながる貴重なものでした。「就学前教育」につながる様々な取組や意見交換

などについて、記録にまとめましたので、ご覧ください。 

 

話題提供  就学前教育につながる「園で大事にしていること」 

４名の先生方より、就学前教育につながる「園で大事にしていること」について、お一人お一人の先生方より

はじめにご紹介いただきました。 

〇「環境」 
前任の園で「環境」について力を入れてきたことから、どの園に赴任しても

「環境」を大事にした取組を継続している。 

環境とは 
室内の生活環境 
人、遊具などの「物」の環境 
人との関わり（保育士も近所の方も含む） 
 

特に大事にしているのは、「生活環境」を大事にしている。 

１歳児クラス 主体的に動くことが難しい年齢でも、「主体的に動くきっ

かけ」となるような環境設定を考えている。 

   例えば…  ここが「本を置く場所だ」と分かるように写真の提示をする。 

            子ども達が自然と本を手に取ることができるような場所に本を置く。 

            手前に本を置くことができるような工夫を後ろに細工する。 

                ⇒ 子どもが自由に本を選ぶことができる「環境」づくり。 
            保育の「導線」をしっかりと作る 

                ⇒ 子ども達が生活の見通しをもつことができる「環境」づくり。 

〇「自立」 
特に意識しているのは、生活の中での「自立」。小さな頃からの基本的な生活習慣の中での自立の積み重ね

が、小学校、中学校、大人になってもつながることであるため、大事にしている。 

例えば…おむつをはく、ズボンをはく。はじめはお手伝いをしてもらいながらできることが増えていく。 

→自分ではけるようになる、服をたたむ、 



→自分のリュックに入れる、巾着袋に入れる 

→５歳児クラスになると…巾着袋のひもを堅結びする、リボン結びをする 

 生活習慣の中で、成功体験を重ねながら、次のステップへと進んでいく。 
興味をもって、苦手意識をもたずに経験を積み重ねていく。 
それに対して、保育士は「共感」し、肯定的な言葉かけを続けていく。 

 

〇「自分にとってどうか」 
実践例）キラキラした世界を作りたい子ども達。 

      自分にとって、「キラキラした世界とはどのようなものなのか」を子ども達に感じて欲しい。 

「暗いところで見たら、キラキラして見える」という他者からの情報。 

目の前の子ども達が、「自分にとって」どうなのか、捉えてほしいと思う。 

           光源を用意した。 

           子ども達が「キラキラした！」と自分で感じる経験ができた瞬間 

   子ども達が「自分にとって」どうなのかについて考えることができるような 

環境づくりや、援助を大事にしている。 

〇「問い」 
幼稚園教諭と小学校教諭の経験があるからこその視点で感じることについて。 

小学校低学年担任として「生活科」に向き合った際に、教科書や指導書、ワークシートがあるため、なんとなく

やれてしまうように感じたが、「何のためにしているのか」「子どもの探究の軸が見えない」と悩んだときがあ

った。 

その経験があったからこそ、現在幼稚園で大事にしているのが、「探究」における「問い」について 

    ⇒子どもと一緒に「問い」を見出すこと。 
        与えるのではなく子どもから「問い」が浮かんでくる楽しさ 

 

実践例）夜の世界を探究する 

       夜の虫がいることから、「朝」「夜」などの時間軸があることに気付いた。 

       自分にとって、「夜」とは何かについて考えたり、「問い」をもったりすることができた。 

       「問い」をもつことで、これまで気付くことのなかったことに気付きが生まれる子ども達の姿。 

            園児は文字での表現が難しい面があるため、子ども達の代わりに子どもの語りからふりかえりを

記録した。教師自身も悩みながら、子ども達の姿や言葉捉えている。 

       

意見交換 参加者からの質疑応答や園の取組についての深ぼりタイム！！ 

Q：幼稚園や保育園から小学校へ進学すると、大きく「環境」が変わるため、教員の考え方を変えるようにしてい

る。子どもだけでなく、保護者も「環境」「生活習慣の自立」への変化に対して不安感を感じることが多い。それ

に伴って、子どもが「間違っていけない」と不安になることもある。保護者との連携について聞きたい。 

   ⇒ 保育園の場合だと、送り迎えの際に保護者と保育士が会話をもつ時間が毎日ある。小学校に進学する

と、保護者と教員の会話が毎日されるわけでなく、子どもを通して学校の様子がわかるようになるため、

保護者で不安感をもつ人もいる。小学校入学前の保護者の不安感を減らすために、年長の保護者会な

どで、小学校進学してからのことについての話をするようにしている。 



⇒ 事前に小学校の教頭が園の保護者会に参加し、園と保護者の良い距離感から、小学校と保護者の良い

距離感へとスムーズに移行できるように工夫することもある。 

⇒ 「保護者」と「教師」と考えると、対立関係のようになってしまいがちになるため、「保護者」ではなく、

「目の前にいる一人の親御さん」がなぜそのように感じているのかと考え、一対一で考えるようにしている。

保護者だからこそ考えることに寄り添うことでうまくいくこともある。 

 

Q：１年生に進学する直前に、年長さんに向けてあえてしていることについて知りたい。 

   ⇒ 「ディズカッション」の機会をもつこと。 

学芸会の分担などについて、子ども達が丸くなって座り、分担や役割について話し合うような機会を大事

にしている。保育士は、あえて外から見守り、必要なときにだけ話し合いに参加する。自分の考えを伝える

ということに自信をもったり、人の意見を受け入れたり、考えの折り合いを付けたりする経験を幼いときか

ら積み重ねていくことが、今後の生き方に関わることだと感じている。 

   ⇒ ５歳児の後半からが移行期だと思っている。移行期とは、区切られているわけではなく、緩やかなものだ

と思っている。子どもの実態によっても、個人個人の移行期が違うものである。行ったり来たりしながら進

んでいくものだと感じている。 

 ５歳児が入学前に学校探検をした際に子ども達が探検する時間の中に余白のある活動時間（自由な

時間）を設けた。すると、それぞれに学校探検の意味づけが違っていたことがあった。教諭は「小学校」と

言うと特別教室などを考えていたが、ある子どもが小学校のイメージを「階段」と捉えたことがあった。子

ども達によって捉え方が違うということが明らかであった小学校体験だった。それぞれの捉え方で良い。 

大山 夏生先生より  

○子どもにとって、「学び」と「生活」は連続している。 
子どもの思いや願いは０歳児からある。探究心につながるものである。 

それを引き出すのに、教師の存在がある。 

 

小学校教員にとって幼保小連携の一つの道筋として「スタートカリキュラム」が位置づけられているが、今

日のように園と小学校の教員たちが対話することが大事であり、教育観を理解することが重要。園の先

生が子どもの姿をエピソードとして語るときに、「１０の姿」と照らし合わせ、小学校での指導に生かして

欲しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参考：幼稚園教育パンフレット（※幼児期の終わりまでに育ってほしい姿）文部科学省ホームページより 

○幼小の連携というのは、「学校全体・園全体で取り組むこと ⇒ 保護者の理解へとつながる 
今日のオンライン相談会で改めてその重要性を感じた。保護者の不安を払拭するための取組として、１

つ実践例を紹介します。 

    実践例 

就学時健診や入学説明会で、小学校から一方的に話をするのではなく、「どのようなことが不安か」に

ついて聞き取りをするところから始めたこと。（アンケート形式） 

保護者の悩みをカテゴライズして整理した後に、それについてスタートカリキュラムの話をしたり、説明

を行ったりした。学校からの丁寧なアプローチをすることで、不安感をなくすことにつながった。 

参加者より 〈学びの一言〉  

〇生徒指導要領提要が改訂され、「指導する生徒指導」から「支援する生徒指導」へと変わった。園の先生方が

されていることは「支援する教育」。まだ学校現場で「指導する教育」がされていることもあり、どのようにして

「支援」していくかについて、教師の教育観を変えていく必要があると強く感じた。これから自分自身も学び続け

たい。 

〇幼児教育で気になっているのが「環境」を大事にした教育。就学前教育の「環境」には、いろいろなものが組

み込まれているかと思う。何度聞いても、まだ理解できないことが多いため、それを理解することができれば、生

活科の学びに生かすことができるだろうと思った。 

〇自分自身が関心の高い「園の教育」がテーマであったため、園の先生方の話を伺えるということで、参加した。

キラキラの折り紙の話は、教育の視点で大事な話を伺うことができた。どうしても、小学校では先を急いでしまう

ことが多く、型にはまったことをさせてしまいがちである中、ここが大事であるというエピソードを教えていただい

た。 

 大山先生のアンケートの話も、ぜひいろいろな場に広めていき、多くの学校で実践して欲しいと思った。保護者

も１年生であり、１年間やってはじめて慣れることもある。少しずつ関係性ができていくこともあり、粘り強くしてい

きたいところだと思う。中には、「小学校に行くと、先生があまり聞いてくれないからね」と言われたこともあった

が、子どもを通じて中々伝わらないこともあるため、もちろん小学校でも対話を大事にしたり、子どもの姿を共有

したり、教育者としての役割があることを共有したりすることで、保護者にも伝わっていくと思った。 

〇幼児教育をやりたいと思い、中々やれてこなかった。親として実感する部分が多くある。園の先生は話そうと思

えば話せるとおっしゃっていた。自分自身は、中々子どもが園から帰らないため、どのような遊具を使って、どん

な友だちとどのような関わりをしているのか、毎日１０分、１５分参観しているような感じがある。小学校とは決定

的に違い、親もそこで学ぶことができる。違いはあるんだろうなと思った。 

〇神永会長より 
入学してくる子ども達も環境の変化に不安をもって来るが、保護者も同じように小学校へやってくる。安心して

小学校をスタートできるようにしていくことが「就学前教育」の１つ大事にしたいことでもある。本当の自分の

考えや思いを表出できることは、小学校でも大事なところである。周りの環境や関係の中で、中々表出できな

くなっていく。そこを大事に、それを支援したり支えたりする教師の存在が重要であることを再確認することが

時間であった。 
 

〇酒井事務局長より 事務連絡 
 
 
 
 
 

「２０２4 春の探究フォーラム」（第 79回定例研究会） 
ハイブリッド（オンライン・対面併用）で開催予定！ 

期日：令和 6年 3月 30日（土）１３：３０～１６：３０ 
会場：新宿区立落合第三小学校      
内容：講演 文部科学省教科調査官   齋藤 博伸先生 

      実践提案 長野県高森南小学校  中山 優香先生 



〇参加していただいた園の先生方からの言葉 
・保育の 5 領域の一つである「環境」は、子ども達を取り巻く"人・物・場"を関連づけて計画や構成を立ててい

ますが、毎日過ごしていると子ども達の"困っていること"や"伸ばしたいこと"が少しずつ明確になってきていると

感じます。 

個々に合わせた生活や遊び・人間関係を通じて経験、成長できるところが保育園の良さでもあると思います。 

小学生になると、子どもも保護者も大きく変化した環境に戸惑いが多々ありますが、幼保小連携をさらに深め、

十分な対話や情報共有の場を持つことで就学後の安心に繋がることができたら、と考えます。 

この度たくさんの貴重なお話しを聞くことができました。ありがとうございました。（K先生より） 

 

・一方的にやって欲しいことや伝えたいことを伝えるのではなく、応答的な声がけをしていく中で子どもたちが考

える時間がとても大切で、その先に小さな成功体験がたくさん起き、次への興味関心が自然と広がっていくよう

に思います。（K先生より） 

 

・とても貴重な機会をいただきありがとうございました。小学校、幼稚園、保育園、研究者の先生といった多様な

方々とともに教育について考えることができました。 

幼小の違いを理解するものとして語られがちですが、やはり何を大事に思うかという点はシステムも環境もそ

の地域性なども含めてあって当然であり、同じにするものでもぴったり重なり合うものでもないように思いました。 

それぞれに目の前の子ども達を見つめ大事にしたいと感じるところ、難しさを感じるところがある背景にはそれ

ぞれの実践者の教育観があり、それを出し合うことによって自分の見方を自分で知ることができるのだと感じま

した。子どもの姿を語り合うことが、子どもの育ちの連続性、システムは異なっていたとしても共通するものを自

分達で見出すことにつながると感じました。（K先生より） 

 

・あたたかい雰囲気の中で、立場や所属が異なる多様な方とお話する時間は、貴重な学びの機会になりました。

それぞれの方のお話を聞きながら、改めて自分自身の実践を見つめ直す時間になりました。ありがとうございま

した。（S先生より） 

今後のオンライン相談会について 

次回は、２月 17日（土）２０：３０～２１：３０に開催します。 

テーマは、「学校体制づくり」 

         ～ふりかえろう、今年度の生活・総合 つなげよう、来年度の生活・総合～ 

今年度の自分自身の実践を、一緒にふりかえりませんか。成果や課題を次年度に生かすためには、どのよう

なことができるのか。一人一人ができる次年度に向けたちょっとした工夫があるのではないでしょうか。そしてそ

れが「学校体制づくり」にも生きてくる？！皆さんと一緒に次年度の生活・総合について考える時間にします！！ 

 

        

 

 

              ※定期的な MT に設定しているため、ID等は毎月同じものになります。 

  

 

 

Zoom に接続する URL 
https://us02web.zoom.us/j/84602789929?pwd=eDJaQi92UnBLR3Ns

MXBZVUlHRS95Zz09 

ミーティング ID : 846 0278 9929    

パスコード : 585724 

https://us02web.zoom.us/j/84602789929?pwd=eDJaQi92UnBLR3NsMXBZVUlHRS95Zz09
https://us02web.zoom.us/j/84602789929?pwd=eDJaQi92UnBLR3NsMXBZVUlHRS95Zz09


 

 

 

また、今年度のオンライン相談会も残すところあと２回となりました。３月には、本日の学びと

もつながる「幼保小の架け橋プログラム」をテーマに、大山夏生先生に情報提供をいただきま

す。本日ご参会の皆様、ぜひまたオンライン相談会でお会いしましょう！ 

 

 

 

 

2/17 学校体制づくり 

～ふりかえろう、今年度の生活・総合 つなげよう、来年度の生活・総合～ 

3/16 幼保小の架け橋プログラム 

情報提供 大山 夏生先生 愛知教育大学・岐阜大学・岐阜聖徳学園大学 

生活・総合情報ネットワークでは、毎月第３週の土曜日２０：３０～２１：３０に 

オンラインでの実践相談会の他、実践や研究に関わる情報の発信も行っております。 

「生活・総合情報ネットワーク」のメーリングリストに登録の上、是非お気軽に 

ご参加ください。  

                                                              リンク→ 

今後の予定 

メーリングリスト登録 

https://www.scn-net.ne.jp/~life/wakatekai.html

